
佐
々
木
鴻
基
氏
旧
蔵
の
小
山
秀
関
係
資
料
に
つ
い
て

�

倉
田
　
法
子

一
．
は
じ
め
に

小
山
秀
関
係
資
料
は
、
天
草
出
身
で
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
長
崎
の
外
国

人
居
留
地
を
中
心
に
建
設
業
で
活
躍
し
た
、
小
山
秀
之
進
（
明
治
以
降
、
秀
と

称
す
）
に
関
係
す
る
資
料
群
で
、
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
佐
々
木
潤
子

氏
か
ら
長
崎
市
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
資
料
の
一
部
は
、
小
山
秀
之

進
に
関
連
す
る
先
行
研
究
や
調
査
報
告
書
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
紙
資
料
以
外
の
道
具
類
や
器
物
類
も
含
め
た
資
料
群
全
体
に
つ
い
て

対
象
と
し
た
紹
介
・
報
告
は
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
回
、
ど
の
よ
う
な
も

の
が
今
に
伝
わ
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
名
前
に
つ
い
て
は

明
ら
か
に
江
戸
時
代
と
思
わ
れ
る
際
に
は
、
秀
之
進
と
表
記
し
、
そ
れ
以
外
を

秀
と
表
記
し
て
い
る
。

（
一
）
旧
所
蔵
者
及
び
資
料
発
見
後
の
経
緯

旧
所
蔵
者
は
、
小
山
秀
の
故
郷
で
あ
る
熊
本
県
天
草
市
五
和
町
御
領
に
所
在

す
る
浄
土
真
宗
浄
専
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
故
佐
々
木
鴻
基
氏
で
あ
る
。
寺
の
改

築
の
折
に
資
料
を
発
見
し
保
管
し
て
い
た
と
い
う
。
浄
専
寺
は
、
小
山
家
代
々

の
菩
提
寺
で
あ
る1

。

山
口
光
臣
は
『
長
崎
の
洋
風
建
築
』
の
な
か
で
、
小
山
秀
関
係
資
料
の
発
見

の
様
子
を
記
述
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
二

月
、
カ
ト
リ
ッ
ク
大
浦
教
会
一
〇
〇
年
祭
に
際
し
て
、
日
本
二
十
六
聖
人
記
念

館
館
長
の
パ
チ
ェ
コ
・
デ
ィ
エ
ゴ
神
父
（
結
城
了
悟
氏
）
が
天
草
で
調
査
を
行
っ

た
際
に
発
見
さ
れ
た
、
と
紹
介
し
て
い
る2

。
発
見
当
時
、
彼
（
小
山
）
が
使
用

し
て
い
た
「
道
具
箱
」
の
中
に
、
建
築
工
事
の
設
計
図
一
一
枚
、
外
国
人
と
の

契
約
書
三
通
、
若
干
の
測
量
道
具
が
収
め
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う 

。

程
な
く
資
料
は
、
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）
八
月
一
日
に
開
館
し
た
本
渡

市
立
天
草
切
支
丹
館
に
寄
託
さ
れ
、
一
部
は
同
館
で
展
示
公
開
さ
れ
た
が
、
平

成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
）
か
ら
同
二
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
か
け
て
の
切
支
丹

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
伴
い
、
佐
々
木
家
に
返
却
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
佐
々
木
家
よ
り
、
縁
が
深
い
長
崎
市
で
本
資
料
を
役
立
て
て
ほ
し

い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
平
成
二
三
年
長
崎
市
に
寄
贈
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

（
二
）
小
山
秀
関
係
資
料
を
掲
載
し
て
い
る
書
籍

小
山
秀
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
長
崎
の
洋
風
建
築
に
関
す
る
書
籍

等
で
一
部
の
史
料
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
翻
刻
や
解
説
、
分
析
が
加
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
主
だ
っ
た
も
の
を
挙
げ
る
。

前
述
し
た
、
山
口
光
臣
『
長
崎
の
洋
風
建
築
』
に
お
い
て
は
、
資
料
の
概
要

が
紹
介
及
び
解
説
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
旧
オ
ル
ト
住
宅
平
面
図
は
写
真

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
契
約
書
三
通
は
英
文
が
活
字
化
さ
れ
て
お
り
、
う

ち
グ
ル
ー
ム
と
の
工
事
契
約
書
は
和
訳
文
を
掲
載
し
、
建
築
工
事
の
請
負
内
容

を
整
理
し
て
い
る3

。

桐
敷
真
次
郎
は
『
大
浦
天
主
堂
』
に
お
い
て
、
現
存
し
て
い
る
資
料
の
う
ち

一
番
古
い
も
の
と
し
て
、
グ
ル
ー
ム
と
の
契
約
書
の
写
真
（
部
分
）
を
掲
載
し

て
い
る4

。

ま
た
、本
資
料
は
国
指
定
重
要
文
化
財
の
修
理
報
告
書
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

『
旧
グ
ラ
バ
ー
住
宅
修
理
工
事
報
告
書
』
に
お
い
て
、
グ
ラ
バ
ー
住
宅
の
工
事

請
負
人
を
小
山
秀
之
進
と
推
測
す
る
な
か
で
、
参
考
資
料
と
し
て
、
グ
ル
ー
ム

と
の
契
約
書
の
写
真
（
表
裏
）
と
和
訳
文
、
サ
イ
ゴ
ン
米
に
関
す
る
契
約
書
写
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真
と
和
訳
文
が
、
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
さ
れ
て
い
る5

。
ま
た
、『
旧
オ
ル
ト
住
宅
修

理
工
事
報
告
書
』
に
お
い
て
、
オ
ル
ト
住
宅
平
面
図
（
表
裏
）
が
掲
載
さ
れ
、

図
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
の
分
析
と
現
存
建
物
と
の
比
較
検
討
等
が
行
わ

れ
て
い
る6

。

こ
の
ほ
か
、
北
野
典
夫
が
『
天
草
海
外
発
展
史
』
に
お
い
て
、
小
山
秀
の
生

涯
を
記
述
す
る
中
で
、
器
物
資
料
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
る7

。

二
．
小
山
秀
（
秀
之
進
）
に
つ
い
て

長
崎
の
外
国
人
居
留
地
造
成
や
西
洋
建
築
等
に
携
わ
っ
た
小
山
秀
之
進
や
兄

北
野
織
部
を
含
め
た
先
行
研
究
に
つ
い
て
主
だ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
触
れ
る
。

長
崎
の
外
国
人
居
留
地
の
成
立
経
緯
や
造
成
に
つ
い
て
は
、
菱
谷
武
平
の
一
連

の
研
究
成
果
が
あ
る8

。
今
日
、
大
浦
天
主
堂
建
築
に
お
け
る
小
山
の
関
わ
り
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
前
掲
の
『
大
浦
天
主
堂
』
な
ど
桐
敷
真
次
郎

の
研
究
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
た
、
北
野
典
夫
は
天
草
及
び
長
崎
奉
行

所
関
係
の
史
料
を
用
い
な
が
ら
、
天
草
や
長
崎
で
の
活
躍
を
幅
広
く
扱
い
、
秀

之
進
を
含
む
小
山
家
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
て
い
る9

。
こ
の
ほ
か
、
山
口
光
臣

は
、
資
料
を
用
い
て
長
崎
の
洋
風
建
築
と
小
山
の
関
係
を
通
じ
、
初
期
洋
風
建

築
に
お
け
る
日
本
人
の
役
割
・
評
価
等
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る10

。

小
山
家
は11

、天
草
下
島
北
部
東
岸
の
御
領
大
島
を
拠
点
と
す
る
商
家
で
あ
る
。

近
世
初
期
に
唐
津
及
び
天
草
を
治
め
た
寺
澤
廣
高
に
仕
え
、島
原
天
草
一
揆
後
、

天
草
で
帰
民
し
た
と
さ
れ
る
。
宝
暦
・
明
和
の
頃
、
大
嶋
浦
の
清
兵
衛
一
族
が
、

長
崎
の
中
国
貿
易
に
よ
っ
て
財
を
成
し
、経
済
力
を
高
め
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、

小
山
家
で
は
、
清
兵
衛
を
第
一
代
の
祖
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
初
代
か
ら

三
代
に
か
け
て
頭
角
を
現
し
、
鉄
物
・
呉
服
な
ど
の
商
業
活
動
、
廻
船
業
の
活

動
、
金
融
業
な
ど
の
活
動
を
盛
ん
に
行
い
、
大
地
主
と
な
っ
て
い
っ
た
。
加
え

て
、
安
永
年
間
に
は
、
不
作
飢
饉
の
折
、
物
資
や
資
金
等
を
供
出
し
た
慈
善
事

業
を
行
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
褒
賞
と
永
代
苗
字
を
許
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

か
ら
、
小
山
姓
を
名
乗
り
、
四
代
目
と
な
る
勝
定
か
ら
、
当
主
は
代
々
清
四
郎

を
襲
名
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
頃
、
御
領
組
大
庄
屋

を
任
さ
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
と
い
う
。

さ
て
、
幕
末
の
小
山
家
は
、
五
代
目
清
四
郎
時
雍
の
子
世
代
が
活
躍
し
た
。

小
山
秀
は
、
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）、
時
雍
の
子
、
男
女
合
わ
せ
て
一
三

人
兄
弟
の
末
弟
と
し
て
、
天
草
郡
御
領
村
に
生
ま
れ
た
。
名
前
は
秀
之
進
と
い

い
、
明
治
以
降
に
秀
と
称
し
た
。

秀
之
進
の
兄
弟
の
う
ち
、
三
男
正
秦
は
天
草
上
島
の
赤
崎
村
庄
屋
北
野
家
の

養
子
と
な
り
、
北
野
織
部
と
名
乗
り
、
長
崎
の
外
国
人
居
留
地
の
造
成
工
事
を

請
け
負
っ
た
。
小
山
家
で
も
、
小
山
社
中
、
小
山
兄
弟
商
会
の
形
を
と
り
、
長

崎
の
江
戸
町
に
拠
点
を
お
い
て
、
居
留
地
で
の
土
木
・
建
設
業
を
展
開
し
て
い

る
。
当
主
は
四
男
良
輔
（
八
代12

）
が
務
め
、
五
男
政
七
郎
は
会
計
、
七
男
芳
三

郎
は
木
材
そ
の
他
資
材
購
入
及
び
運
送
面
を
担
当
、
そ
し
て
末
弟
の
秀
之
進
が

渉
外
に
あ
た
り
、洋
風
建
築
や
土
地
の
整
備
な
ど
の
建
設
を
請
け
負
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
小
山
家
は
幕
末
の
開
港
場
と
な
っ
た
長
崎
を
舞
台
と
し
て
、
外
国

人
居
留
地
の
土
地
・
建
物
の
整
備
に
お
い
て
活
躍
し
た
。

兄
織
部
に
続
き
、
長
崎
に
き
た
秀
之
進
（
小
山
社
中
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
宣

教
師
フ
ュ
ー
レ
神
父
よ
り
、
南
山
手
乙
一
番
地
の
大
浦
天
主
堂
の
建
設
を
請
け

負
い
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
末
に
完
成
さ
せ
て
い
る13

。
ま
た
、
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）に
造
ら
れ
た
南
山
手
三
番
地
の
グ
ラ
バ
ー
住
宅
の
建
築
に
携
わ
っ

た
と
さ
れ
、
そ
の
近
く
に
位
置
す
る
同
甲
十
四
番
地
の
敷
地
に
あ
る
木
骨
石
造

の
オ
ル
ト
住
宅
の
建
設
も
請
け
負
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
建
物

だ
け
で
な
く
、
道
路
の
石
畳
や
土
地
の
整
備
な
ど
も
一
部
請
け
負
っ
て
い
る
様

子
が
、
長
崎
奉
行
所
の
記
録
（
請
負
人　

小
山
秀
之
進
な
ど
）
に
見
ら
れ
る14

。
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明
治
に
入
り
、
佐
賀
藩
と
グ
ラ
バ
ー
商
会
が
合
同
で

長
崎
港
外
の
高
島
の
炭
鉱
開
発
を
始
め
る
が
、
こ
こ
に

秀
も
出
資
者
、現
地
の
管
理
者
と
し
て
携
わ
っ
て
お
り
、

高
島
炭
鉱
の
南
洋
井
坑
な
ど
の
請
負
人
と
し
て
そ
の
名

前
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

に
は
端
島
炭
坑
の
開
発
事
業
も
請
け
負
っ
た
が
、
炭
鉱

の
厳
し
い
環
境
に
お
け
る
暴
動
や
崩
壊
な
ど
困
難
が
続

い
た
。
負
債
を
抱
え
た
秀
は
、
炭
鉱
経
営
を
手
放
し
、

明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
頃
に
は
、
故
郷
・
天
草
へ

戻
っ
た
。

天
草
に
戻
っ
て
か
ら
も
、
三
角
西
港
の
築
造
に
関
わ

る
な
ど
、建
設
工
事
に
携
わ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
晩
年
、

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
に
学
校
建
築
を
依
頼
さ
れ
、

学
校
が
完
成
し
た
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）、
七
一

歳
で
亡
く
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
小
山
秀
は
、幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、

外
国
人
と
交
渉
を
行
う
な
か
で
、
西
洋
建
築
の
設
計
や

建
築
技
術
な
ど
を
受
容
し
、
在
来
の
工
法
や
技
術
と
組

み
合
わ
せ
な
が
ら
、
実
現
さ
せ
て
い
っ
た
建
築
棟
梁
・

請
負
師
で
あ
っ
た
。
初
期
洋
風
建
築
の
建
設
を
数
多
く

手
掛
け
た
先
駆
者
と
言
え
よ
う
。

三
．
小
山
秀
関
係
資
料
に
つ
い
て

長
崎
市
に
寄
贈
を
受
け
た
資
料
は
、
建
築
関
係
の
図

面
一
一
枚
、
外
国
人
と
の
契
約
書
三
通
、
書
簡
（
断
簡
）

整理番号 資料名 材質 年代 数量 法量（mm） 備　　考

1 F･A･ グルーム建築工事契約書 洋紙 ペン書 1861 1 322 × 204 虫食いにより破損大、両面記載
「小山良輔」　署名捺印

2 大浦 23 番　Pan Ring building
拡張工事契約書 洋紙 ペン書 1864 1 242 × 398 ２つ折、「Maltby ＆ co.」サイン、

「J WHATMAN 1859」透かし字あり
3 サイゴン米船荷契約書 洋紙 ペン書 1870 1 252 × 202
4 大浦 33 番倉庫平面図 厚手洋紙 ペン・墨書 1864 1 250 × 403 「C ANSELL 1862」透かし字あり

5 旧オルト住宅平面図 厚手洋紙 ペン・墨書
1863
～

1865
1 225 × 350 表平面図、裏凡例等、朱書あり、

「C ANSELL 1863」透かし字あり

6 手摺り子図面 洋紙 鉛筆、墨書 1860
以降 1 252 × 397

二つ折、虫食いにより破損大、表手摺り子図・
建物立面図、裏面も記載あり、
「JOYNSON 1860」透かし字あり

7 洋館くり型デザイン図 厚手洋紙 鉛筆、墨書 1862
以降 1 250 × 403 「C ANSELL 1862」透かし字あり

8 住宅平面図 洋紙 ペン・墨書 2 254 × 279
190 × 90 劣化により破損、表建物平面図、裏金物図か

9 壱番石蔵図面 洋紙 ペン・墨書 4
253 × 137
244 × 65
242 × 80
251 × 138

劣化により著しく破損、石蔵平面、立面

10 建物平面図、立面図 厚手洋紙 ペン・墨書 1 250 × 385 表寄棟平屋建物平面図、立面図
裏切妻２階建建物平面図、立面図

11 平屋建ベランダ付建物立面図 洋紙 ペン書 1 242 × 350 裏面平面図あり

12 建物平面図 和紙 鉛筆、墨書 1 242 × 292 虫食いにより破損大、
表裏面とも建物平面スケッチ記載あり

13 学校建築平面図、構造図、断面図 和紙 鉛筆、墨書
鉛筆 2 442 × 331

139 × 285 大きい図面は２つ折

14 ２階建建物平面図、断面図、
立面図（スケッチ） 和紙 鉛筆、墨書 1 324 × 408 表平面図・断面図、裏立面図・凡例等

15 書簡（断簡） 和紙 墨書
年未詳
11 月
4 日

3
155 × 367
155 × 321
155 × 94

芳三郎から小山家当主あての手紙、
部分的に欠損

16 方位磁針 木製 1 直径 121
総高 55 蓋付き、裏墨書あり

17 測量道具 金属製 3 円分度規と指物、小槌型の先端釘
18 ノギス 木製 1 全長 125
19 雲形定規 木製 6
20 脚付きガラス杯 ガラス製 1 高 150 木製箱入りか、脚底部に欠あり
21 カップ ガラス製 1 高 87

22 ギヤマン五色玉燭一對 脚・枠等木製、
火舎ガラス製 1 対 高 545 組み立て式、一部ガラス欠失、木製箱

表１　小山秀関係資料目録
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一
通
、
道
具
類
四
件
、
器
物
三
件
で
あ
る
。
す
で
に
他
報
告
に
よ
っ
て
紹
介
さ

れ
て
い
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
に
拠
り
な
が
ら
、
全
体
を
紹
介
す
る
。

紙
資
料
に
つ
い
て
は
、
寄
託
さ
れ
た
際
に
整
理
し
て
付
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

番
号
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
今
回
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
つ

つ
、
資
料
全
体
を
再
整
理
し
て
改
め
て
資
料
番
号
を
付
し
た
。

資
料
一
か
ら
資
料
三
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
外
国
人
と
の
間
に
結
ば
れ
た
契

約
書
で
、
筆
記
体
の
英
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
資
料
四
～
資
料
一
四
は
、
建
築

関
係
の
図
面
で
あ
る
。
建
物
の
平
面
図
や
立
面
図
が
主
で
あ
る
が
、
部
分
的
な

記
載
や
メ
モ
、
ス
ケ
ッ
チ
の
よ
う
な
簡
易
的
な
も
の
も
多
い
。
資
料
一
五
は
七

男
芳
三
郎
が
当
主
へ
宛
て
た
書
簡
で
断
簡
と
な
っ
て
い
る
。
資
料
一
六
か
ら
資

料
一
九
は
測
量
や
製
図
道
具
類
と
思
わ
れ
る
。
資
料
二
〇
か
ら
資
料
二
二
は
ガ

ラ
ス
製
の
器
物
で
、
由
来
が
わ
か
る
も
の
は
附
属
し
て
い
な
い
。

【
資
料
一
】　

Ｆ
・
Ａ
・
グ
ル
ー
ム
建
築
工
事
契
約
書

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
小
山
良
輔
（
秀
之
進
の
兄
、
八
代
当
主
）
と
フ

ラ
ン
シ
ス
・
エ
ー
・
グ
ル
ー
ム
と
の
間
に
交
わ
し
た
工
事
請
負
契
約
書
で
あ
る
。

グ
ル
ー
ム
は
グ
ラ
バ
ー
商
会
の
創
設
者
の
一
人
で
、
同
会
員
で
あ
る
。
英
文
の

翻
刻
と
和
訳
文
が
そ
れ
ぞ
れ
前
掲
書
籍
に
て
紹
介
さ
れ
て
い
る15

。
バ
ン
ガ
ロ
ー

（
木
造
小
型
住
宅
）
や
料
理
室
、
附
属
屋
な
ど
の
建
築
工
事
の
請
負
で
あ
る
。

バ
ン
ガ
ロ
ー
は
一
番
か
ら
三
番
の
図
面
に
従
っ
て
建
て
る
よ
う
に
と
あ
り
、
使

用
す
る
尺
度
は
フ
ィ
ー
ト
を
用
い
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ほ
か
に
建
築
の
仕
様

や
建
具
の
指
定
や
支
払
方
法
な
ど
を
記
す
。
外
国
人
の
施
主
と
日
本
人
施
工
者

と
の
間
の
請
負
契
約
の
概
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
資
料
二
】　

大
浦
二
三
番　

Pan Ring building

拡
張
工
事
契
約
書

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
長
崎
に
お
い
て
締
結
さ
れ
た
モ
ル
ト
ビ
ー
商
会
と

ド
ゥ
ー
リ
ー
・
ア
ス
キ
ー
と
の
間
の
請
負
契
約
書
で
あ
る
。
洋
紙
に
は
「
Ｊ　

Ｗ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｎ 　

１
８
５
９
」
の
透
か
し
字
が
確
認
で
き
る16

。

敷
地
「lot.23

」（
大
浦
二
三
番
地
）
に
あ
る
茶
製
所
を
拡
張
す
る
工
事
で
、

長
さ
は
既
存
と
同
じ
で
、
幅
を
一
八
フ
ィ
ー
ト
に
す
る
と
い
う
も
の
。
工
期
や

支
払
い
に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ
る
。
外
務
課
の
『
外
国
人
名
員
数
書
』（
文
久

二
年
一
〇
月
よ
り
慶
応
元
年
ま
で
）
に
よ
る
と
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
よ

り
、
大
浦
二
三
番
を
モ
ル
ト
ビ
ー
が
借
地
し
て
い
る17

。

近
年
翻
刻
文
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
た
、
天
草
市
の
北
野
家
が
所
蔵
す
る
史
料

「
子
年
中
長
崎
出
張
所
会
計
目
録
」
に
支
払
い
記
録
が
あ
り
、
中
山
圭
は
、
大

浦
二
三
番
の
モ
ル
ト
ビ
ー
茶
製
所
を
小
山
が
手
掛
け
た
と
推
測
し
て
い
る18

。
契

約
書
中
に
は
小
山
の
名
は
出
て
こ
な
い
が
、
秀
の
手
許
に
残
さ
れ
て
い
た
こ
と

や
、
目
録
中
の
支
払
い
記
録
か
ら
も
小
山
が
大
浦
二
三
番
の
モ
ル
ト
ビ
ー
茶
製

所
に
関
す
る
工
事
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
目
録
は
元
治
二

年
（
一
八
六
五
）
正
月
の
も
の
で
あ
り
、
本
契
約
書
通
り
に
工
事
が
完
了
し
て

い
れ
ば
、
こ
の
拡
張
工
事
に
関
す
る
支
払
い
で
あ
る
可
能
性
も
高
く
、
ド
ゥ
ー

リ
ー
・
ア
ス
キ
ー
の
下
請
け
で
小
山
が
工
事
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。
資
料
の
和
訳
文
に
つ
い
て
は
後
掲
す
る
。

【
資
料
三
】　

サ
イ
ゴ
ン
米
船
荷
契
約
書

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
グ
ラ
バ
ー
商
会
が
小
山
と
取
り
交
わ
し
た
サ
イ

ゴ
ン
米
積
荷
の
略
契
約
書
で
あ
る
。
英
文
の
翻
刻
と
和
訳
文
が
そ
れ
ぞ
れ
前
掲

『
長
崎
の
洋
風
建
築
』
及
び
『
旧
グ
ラ
バ
ー
住
宅
修
理
工
事
報
告
書
』
に
お
い

て
紹
介
さ
れ
て
い
る19

。
サ
イ
ゴ
ン
米
を
船
で
輸
送
す
る
こ
と
に
係
る
請
負
で
、

前
納
金
や
保
証
金
に
つ
い
て
も
簡
単
に
記
し
て
い
る
。

小
山
秀
は
こ
の
こ
ろ
、
グ
ラ
バ
ー
商
会
と
と
も
に
高
島
炭
鉱
の
経
営
に
か
か

わ
っ
て
お
り
、
グ
ラ
バ
ー
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
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【
資
料
四
】　

大
浦
三
三
番
倉
庫
平
面
図

墨
書
で
「
大
浦
第
三
十
三
番
」
の
地
番
と
、「
文
久
四
年
三
月
八
日　

四
枚

内
壱
番
」
の
日
付
と
「
小
山
」
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
洋
紙
で
「
Ｃ　

Ａ

Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｌ　

１
８
６
２
」
の
透
か
し
文
字
が
見
ら
れ
る20

。

資
料
は
、
敷
地
内
の
建
物
配
置
と
平
面
図
が
ペ
ン
書
き
、
寸
法
な
ど
の
文
字

情
報
を
墨
書
し
て
お
り
、
他
に
少
し
薄
い
が
、
黒
色
と
赤
色
の
鉛
筆
で
ア
ラ
ビ

ア
数
字
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
鉛
筆
の
線
は
既
存
の
建
物
平
面
図
よ
り
小
さ

く
書
か
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
長
さ
は
フ
ィ
ー
ト
で
表
記
し
て
い
る
。

図
面
を
見
る
と
、
敷
地
奥
（
東
側
）
に
茶
製
所
が
あ
り
、
建
物
の
ア
ウ
ト
ラ

イ
ン
が
途
中
ま
で
描
か
れ
て
い
る
。
敷
地
手
前
（
西
側
）
に
土
蔵
一
棟
と
柱
間

を
表
記
し
た
平
面
図
の
建
物
が
二
棟
東
西
方
向
に
並
ぶ
。
建
物
の
寸
法
、
敷
地

境
界
と
建
物
の
距
離
、
北
側
周
囲
に
土
手
塀
（
漆
喰
塀
か
）
が
配
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
記
載
し
て
い
る
。

「
長
崎
居
留
場
全
図
」（
慶
応
二
年
）
を
見
る
と
、
大
浦
三
三
番
地
は
甲
・
乙
・

ロ
と
土
地
を
三
分
割
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
梅
ヶ
崎
大
浦
下
り
松
居
留
地
図
」

（
明
治
三
～
四
年
頃
）
で
は
、
三
三
番
地
は
二
分
割
に
表
記
さ
れ
て
お
り
、「
甲

三
十
三
番
地
」
の
敷
地
の
形
状
が
、
本
資
料
の
も
の
と
似
て
い
る21

。
こ
の
地
図

に
記
載
さ
れ
て
い
る
建
物
配
置
で
は
、土
蔵
と
二
棟
の
建
物
が
類
似
し
て
お
り
、

茶
製
所
が
あ
っ
た
場
所
は
二
階
建
て
の
建
物
と
附
属
屋
な
ど
の
別
棟
の
建
物
が

描
か
れ
る
。

『
外
国
人
名
員
数
書
』（
文
久
二
年
一
〇
月
よ
り
慶
応
元
年
ま
で
）
を
見
る
と
、

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
段
階
で
三
三
番
に
茶
製
所
を
造
作
中
と
あ
り
、
文

久
三
年
（
一
八
六
三
）
ま
で
そ
の
記
載
が
続
く
。
借
地
は
葡
国
人
ロ
ー
レ
イ
ロ

と
あ
る
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
正
月
の
調
べ
で
は
、
ロ
ー
レ
イ
ロ
借
地
住

居
と
な
り
、
所
属
の
中
国
人
の
名
前
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
同
年
三
月
に
は
、

英
国
人
デ
ン
ト
の
借
地
と
な
り
、「
右
同
断
（
未
タ
建
家
不
仕
候
）」
の
状
態
で

あ
っ
た
。
続
い
て
、
同
五
月
以
降
の
調
べ
で
は
、
デ
ン
ト
借
地
住
居
と
な
り
、

中
国
人
の
名
が
記
載
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
ロ
イ
ス
所
属
の
中
国
人
の
名
前
が
複

数
名
確
認
さ
れ
、
お
そ
ら
く
茶
製
所
と
し
て
稼
働
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

小
山
が
大
浦
三
三
番
地
に
関
係
し
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
借
地
人
が
デ
ン
ト
に

代
わ
っ
た
頃
と
思
わ
れ
る
。
既
存
の
建
物
も
あ
る
な
か
で
、
追
加
の
建
築
物
を

依
頼
さ
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
。

【
資
料
五
】　

オ
ル
ト
住
宅
設
計
図

長
崎
市
南
山
手
町
に
現
存
し
て
い
る
国
指
定
重
要
文
化
財
旧
オ
ル
ト
住
宅
の

設
計
図
で
あ
る
。
洋
紙
に
は
「
Ｃ 

Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｌ 

１
８
６
３
」
の
透
か
し
字

が
見
ら
れ
る
。

主
に
建
物
の
寸
法
や
部
屋
の
用
途
、
建
具
な
ど
の
情
報
が
書
き
込
ま
れ
て
お

り
、外
国
人
の
施
主
の
原
案
（
ペ
ン
書
き
）
に
墨
で
書
き
込
み
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
朱
書
き
の
記
載
も
あ
り
、
細
か
い
と
こ
ろ
で
修
正
を
入
れ
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
る
。

本
資
料
は
『
旧
オ
ル
ト
住
宅
修
理
工
事
報
告
書
』
に
お
い
て
、
図
面
の
記
載

内
容
を
英
字
記
載
と
和
字
記
載
に
分
け
て
比
較
し
、
分
析
さ
れ
て
い
る
。
規
模

は
原
案
寸
法
よ
り
付
記
寸
法
は
若
干
小
さ
く
、
ベ
ラ
ン
ダ
の
列
柱
や
出
入
口
な

ど
の
開
口
部
の
位
置
に
も
多
少
の
相
違
が
見
ら
れ
、
実
施
に
あ
た
り
変
更
さ
れ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
図
面
は
主
に
建
具
の
情
報
に
特
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
建
物
の
建
築
に
あ
た
っ
て
は
、
複
数
枚
の
図
面
が

存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

【
資
料
六
】　

手
摺
り
子
図
面

手
摺
り
子
は
、
手
す
り
や
欄
干
の
笠
木
を
支
持
す
る
柱
状
の
装
飾
的
構
造
の
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も
の
で
、
洋
風
建
築
の
階
段
や
ベ
ラ
ン
ダ
の
手
す
り
で
よ
く
見
か
け
る
。
洋
紙

で
「
Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
Ｎ　

１
８
６
０
」
の
透
か
し
文
字
が
見
ら
れ
る
た
め
、

一
八
六
〇
年
以
降
の
も
の22

。

両
面
に
記
載
が
見
ら
れ
、
手
摺
り
子
や
建
物
立
面
、
片
面
に
は
数
字
や
ス
ペ

ル
、
ス
ケ
ッ
チ
が
散
ら
し
書
き
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
手
摺
り
子
は
、
中

心
線
を
入
れ
て
、
横
軸
や
縦
軸
の
補
助
線
を
引
き
、
曲
線
を
描
い
て
い
る
。
紙

面
上
の
手
摺
り
子
の
長
さ
を
測
る
と
、約
三
七
・
五
㎝
（
一
尺
二
寸
程
）
と
な
り
、

原
寸
大
の
ス
ケ
ー
ル
で
あ
ろ
う
か
。
図
面
と
し
て
は
練
習
や
メ
モ
書
き
と
い
っ

た
印
象
を
受
け
る
。

【
資
料
七
】　

洋
館
く
り
型
デ
ザ
イ
ン
図

洋
紙
に
「
Ｃ 

Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｌ 

１
８
６
２
」
の
透
か
し
字
が
あ
る
た
め
、

一
八
六
二
年
以
降
の
も
の
。
縦
軸
と
横
軸
の
補
助
線
を
引
い
て
、
装
飾
の
曲
線

で
あ
る
繰
型
の
断
面
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
て
い
る
。
墨
書
で
取
り
消
し
線
も
見
ら

れ
、
各
部
分
の
高
さ
な
ど
の
寸
法
を
書
き
入
れ
て
い
る
。
図
面
に
記
載
の
寸
法

を
足
す
と
総
延
長
は
約
六
六
・
三
㎝
と
な
る
。
デ
ザ
イ
ン
の
横
に
「
中
桁
」・「
中

桁
面
」
と
あ
り
、
取
り
付
け
位
置
が
わ
か
る
。
周
囲
に
全
体
を
描
い
た
ス
ケ
ッ

チ
と
思
わ
れ
る
も
の
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
が
、
柱
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

【
資
料
八
】　

住
宅
平
面
図

年
未
詳
、
建
物
の
平
面
プ
ラ
ン
を
描
く
。
敷
地
に
合
わ
せ
て
あ
る
の
か
、
不

整
形
で
複
雑
な
形
状
を
し
て
い
る
。
一
部
、
朱
書
で
建
物
平
面
の
修
正
と
思
わ

れ
る
線
が
描
か
れ
て
い
る
。紙
が
欠
損
し
て
い
る
た
め
全
体
は
不
明
で
あ
る
が
、

裏
面
に
は
円
形
と
長
方
形
を
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
金
物
と
思
わ
れ
る
図
が
描

か
れ
て
い
る
。

【
資
料
九
】　

壱
番
石
蔵
図
面

年
未
詳
、
洋
紙
が
劣
化
し
て
お
り
四
片
に
分
か
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
が
、

突
合
さ
せ
て
元
の
状
態
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
紙
面
中
央
に

平
面
図
、左
右
に
石
蔵
の
長
辺
面
の
立
面
図
が
配
さ
れ
る
。
図
面
を
ペ
ン
書
き
、

寸
法
や
取
り
消
し
線
を
墨
で
書
く
。
建
物
は
、
瓦
屋
根
、
石
壁
で
開
口
部
二
カ

所
、
正
面
の
窓
は
石
組
、
背
面
の
窓
は
格
子
が
は
ま
り
、
床
は
石
敷
と
み
ら
れ

る
。
内
容
は
、
長
辺
七
八
尺
と
短
辺
三
八
尺
の
寸
法
で
あ
っ
た
も
の
を
、
長
辺

六
〇
尺
に
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
。
既
存
平
面
図
に
墨
で
線
が
引
か
れ
、
変
更

の
長
さ
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
立
面
図
で
は
縮
小
す
る
位
置
の
窓
に
取
り
消

し
の
印
を
付
け
て
い
る
。

石
蔵
の
所
在
ま
た
は
計
画
さ
れ
た
場
所
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
壱
番
を
地
番

と
す
る
と
、
居
留
地
内
で
あ
れ
ば
出
島
か
大
浦
に
絞
ら
れ
る
が
、「
梅
ヶ
崎
大

浦
下
り
松
居
留
地
図
」（
明
治
三
～
四
年
頃
）に
描
か
れ
る
建
物
配
置
を
見
る
と
、

大
浦
一
番
地
に
石
造
倉
庫
の
表
記
が
あ
り
、
同
所
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
壱
番
が
、
地
番
で
は
な
く
何
番
目
の
石
蔵
と
い
う
よ
う
な
建
物
の
名

称
を
表
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
推
測
の
域
を
出

な
い
。

【
資
料
一
〇
】　

建
物
平
面
図
、
立
面
図

年
未
詳
、
厚
手
の
洋
紙
に
建
物
の
平
面
図
と
立
面
図
が
描
か
れ
る
。
建
物
は

瓦
葺
屋
根
、
基
礎
石
を
三
段
積
み
、
軒
下
の
高
い
位
置
に
半
円
の
開
口
部
を
設

け
る
。
壁
は
特
に
表
記
が
な
く
、
ま
た
省
略
を
示
す
線
も
な
い
た
め
、
漆
喰
壁

を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。基
礎
石
を
除
い
た
壁
の
高
さ
は
一
六
尺
と
あ
る
。

平
面
図
に
寄
棟
造
り
の
屋
根
形
状
を
示
す
線
が
描
か
れ
て
お
り
、
床
は
板
敷
き

の
よ
う
で
あ
る
。
立
面
図
は
妻
側
が
描
か
れ
、
朱
書
き
で
建
物
を
延
長
す
る
線

が
書
き
込
ま
れ
る
。
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本
資
料
は
両
面
に
記
載
が
あ
り
、
片
面
は
鉛
筆
で
バ
ツ
印
が
つ
け
ら
れ
て
い

る
。
消
さ
れ
て
い
る
方
の
図
面
は
瓦
葺
屋
根
の
土
蔵
で
、
前
面
に
屋
根
を
付
け

た
石
敷
き
の
通
路
を
配
す
。

【
資
料
一
一
】　

平
屋
建
ベ
ラ
ン
ダ
付
建
物
立
面
図

年
未
詳
、
洋
紙
で
両
面
に
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
片
面
に
平
屋
建
て
、
ア
ー

ケ
ー
ド
の
よ
う
な
柱
と
ア
ー
チ
に
囲
ま
れ
た
ベ
ラ
ン
ダ
を
表
し
た
立
面
プ
ラ
ン

が
描
か
れ
る
。

片
面
に
は
長
方
形
を
組
み
合
わ
せ
た
平
面
プ
ラ
ン
に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
み
書

か
れ
、
他
に
も
周
囲
に
数
字
が
見
ら
れ
る
が
、
全
体
的
に
メ
モ
書
き
の
よ
う
な

感
じ
で
あ
る
。

【
資
料
一
二
】　

建
物
平
面
図

年
未
詳
、
墨
と
鉛
筆
で
建
物
の
平
面
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
フ
リ
ー
ハ
ン
ド

で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
ス
ケ
ッ
チ
も
し
く
は
メ
モ
書
き
と
思
わ
れ
る
。
寸
法

は
フ
ィ
ー
ト
尺
で
は
な
く
、一
間
半
や
三
間
と
あ
り
、日
本
在
来
の
考
え
に
よ
っ

て
書
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

【
資
料
一
三
】　

学
校
建
築
平
面
図
、
構
造
図
、
断
面
図

年
未
詳
（
一
八
九
七
年
頃
か
）、
二
階
建
て
の
建
物
の
平
面
図
、
構
造
図
（
軸

組
図
）、
断
面
図
が
描
か
れ
る
。
小
片
の
紙
が
と
も
に
あ
り
、
平
面
図
に
は
鉛

筆
で
部
屋
の
用
途
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。図
面
の
線
は
ペ
ン
書
き
の
よ
う
で
、

寸
法
な
ど
を
墨
書
し
て
い
る
。
平
面
図
に
は
柱
の
表
記
が
あ
り
、
部
屋
の
出
入

り
口
は
開
き
戸
を
つ
け
る
こ
と
が
わ
か
る
。

小
山
秀
は
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
以
降
、
郷
里
の
天
草
に
戻
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
手
掛
け
る
が
、
晩
年
の
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）、
北
野
家

の
地
元
赤
崎
村
小
学
校
の
校
舎
建
築
を
終
え
た
の
ち
、
天
草
上
島
の
大
浦
村
で

天
草
第
三
高
等
小
学
校
の
建
築
を
請
け
負
っ
て
お
り
、
本
資
料
は
こ
の
時
の
学

校
建
築
の
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る23

。

部
屋
の
用
途
を
見
る
と
「
第
一
教
場
」
と
「
第
四
教
場
」、「
音
楽
及
器
械
教

場
」「
教
員
室
」
が
あ
り
、小
片
の
紙
に
書
か
れ
た
平
面
図
に
「
第
二
教
場
」「
第

三
教
場
」、「
女
子
裁
縫
室
」
と
「
女
子
教
場
」
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
建
物
の
平
面
プ
ラ
ン
は
中
央
に
階
段
が
あ
り
、前
面
（
建
物
正
面
側
か
）

に
廊
下
、教
室
を
左
右
対
称
に
配
置
し
て
い
る
。
廊
下
側
は
南
を
向
い
て
い
る
。

各
角
地
に
は
戸
袋
が
置
か
れ
、
戸
を
何
枚
収
納
す
る
か
を
書
く
。

ま
た
、
断
面
図
を
見
る
と
基
礎
か
ら
軒
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
高
さ
な
ど
が
わ

か
る
。
例
え
ば
、
柱
の
総
延
長
は
二
丈
二
尺
五
寸
、
各
階
の
天
井
ま
で
の
高
さ

は
九
尺
と
い
う
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

【
資
料
一
四
】　

二
階
建
建
物
平
面
図
、
断
面
図
、
立
面
図

年
未
詳
、
表
面
に
二
階
建
て
の
建
物
の
平
面
図
、
断
面
図
を
鉛
筆
書
き
、
寸

法
を
墨
書
し
、
裏
面
は
、
立
面
図
と
平
面
図
の
ス
ケ
ッ
チ
を
鉛
筆
で
、
材
木
の

仕
様
を
墨
書
し
て
い
る
。
所
々
に
鉛
筆
で
メ
モ
書
き
が
見
ら
れ
る
。

建
物
は
柱
高
（
地
伏
木
下
よ
り
軒
桁
上
ま
で
）
二
丈
二
尺
で
、
各
階
の
天
井

高
を
見
る
と
、
一
階
を
八
尺
三
寸
、
二
階
を
八
尺
八
寸
と
す
る
。
表
面
の
平
面

は
中
央
部
分
に
一
間
幅
の
廊
下
と
三
間
×
三
間
半
の
部
屋
を
配
置
し
、
左
右
に

五
間
×
三
間
半
の
同
じ
広
さ
の
部
屋
を
置
く
。
裏
面
の
平
面
図
は
中
央
に
廊
下

が
あ
り
、
左
右
の
部
屋
は
対
称
に
配
置
さ
れ
る
プ
ラ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
部
屋

の
寸
法
は
書
い
て
い
な
い
が
、
柱
間
の
表
記
を
見
る
と
、
資
料
一
三
の
平
面
プ

ラ
ン
及
び
サ
イ
ズ
と
同
規
模
と
な
っ
て
お
り
、
似
る
部
分
も
多
い
が
、
関
連
す

る
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

裏
面
の
材
木
の
仕
様
は
、
中
桁
杉
や
手
摺
地
伏
杉
、
手
摺
木
杉
な
ど
九
種
を
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記
載
し
、
寸
法
と
量
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。

【
資
料
一
五
】　

書
簡
（
断
簡
）

（
年
未
詳
）
一
一
月
四
日
付
、
芳
三
郎
（
五
代
小
山
時
雍
の
七
男
）
か
ら
小

山
御
家
主
高
兄
（
小
山
家
当
主
）
あ
て
に
出
し
た
手
紙
で
あ
る
。
冒
頭
部
分
と

途
中
が
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
内
容
は
途
切
れ
途
切
れ
と
な
っ
て
い
る
。

近
々
、
津
留
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
内
容
や
、
材
木
を
調
達
す
る
見

込
み
で
あ
る
こ
と
、ま
た
自
分
が
病
気
に
な
り
養
生
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、諸
々

よ
ろ
し
く
取
り
計
ら
っ
て
ほ
し
い
と
、
近
況
報
告
を
認
め
て
い
る
。
小
山
社
中

の
な
か
で
、
芳
三
郎
は
木
材
そ
の
他
資
材
購
入
や
運
送
面
を
担
当
し
て
い
た
と

さ
れ
、
長
崎
で
活
動
し
て
い
た
こ
ろ
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
八
代
当
主
小
山
良

輔
に
あ
て
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
秀
の
手
許
に
こ
の
書
簡
が
遺
さ
れ
た

経
緯
は
不
明
で
あ
る
。

【
資
料
一
六
】　

方
位
磁
針

南
波
松
太
郎
「
和
磁
石
」
に
よ
る
と
、
和
磁
石
の
定
義
を
、
木
製
の
ク
リ
物

で
、
方
位
は
十
二
支
の
文
字
に
よ
り
、
磁
針
は
独
立
支
持
さ
れ
て
い
る
も
の
と

整
理
し
、
用
途
に
よ
っ
て
二
種
あ
る
と
し
て
い
る24

。
和
磁
石
の
構
造
は
、
木
地

屋
造
り
の
蓋
物
で
、
台
盤
と
蓋
の
二
部
か
ら
な
っ
て
お
り
、
台
盤
の
中
心
に
あ

る
円
形
の
く
ぼ
み
に
、
磁
針
を
納
め
て
い
る
。
こ
の
く
ぼ
み
は
針
座
と
呼
ば
れ

る
。本

資
料
は
、木
製
の
円
筒
型
で
蓋
が
付
い
て
い
る
。円
筒
の
直
径
一
二
・
一
㎝
、

蓋
を
し
た
状
態
の
高
さ
は
五
・
五
㎝
。
蓋
は
開
け
閉
め
が
き
つ
く
、
隙
間
な
く

締
ま
る
よ
う
な
造
り
で
あ
る
。
蓋
の
表
に
は
三
重
の
同
心
円
が
彫
ら
れ
、
蓋
裏

に
は「
北
合
丸
■（
子
ヵ
）」と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
針
座
の
内
面
は
、白
く
塗
っ

た
紙
を
貼
っ
て
お
り
、
底
に
は
十
字
に
線
が
引
か
れ
、
北
と
西
の
文
字
が
確
認

で
き
る
。
底
の
中
心
に
は
細
く
尖
っ
た
金
属
製
の
ピ
ン
が
立
ち
、
磁
針
を
支
え

て
い
る
。磁
針
は
矢
形
の
扁
平
な
薄
い
金
属
製
の
板
で
、重
心
の
と
こ
ろ
で「
へ
」

の
字
形
に
少
し
曲
が
っ
て
い
る
。
針
座
は
透
明
な
ガ
ラ
ス
が
は
め
込
ま
れ
、
そ

の
縁
に
は
金
属
製
の
細
い
針
金
を
撚
っ
た
も
の
で
固
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
。

台
盤
に
記
さ
れ
る
方
位
は
、
十
二
支
を
周
囲
に
彫
っ
て
表
し
て
い
る
。
干
支

の
文
字
の
両
脇
に
区
分
す
る
線
が
刻
ま
れ
一
二
分
割
さ
れ
る
が
、
文
字
の
中
心

に
も
二
等
分
割
の
線
が
入
っ
て
い
る
た
め
、二
四
の
方
位
表
示
と
な
っ
て
い
る
。

彫
ら
れ
た
文
字
は
白
く
塗
っ
て
あ
り
、「
子
」
の
字
の
み
朱
塗
り
し
て
い
る
。

こ
の
盤
面
の
方
位
表
示
は
、
い
く
つ
か
種
類
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
方
位
が

細
か
い
も
の
は
明
治
以
降
に
見
ら
れ
る
と
あ
り
、
本
資
料
は
江
戸
時
代
後
期
に

国
内
で
流
通
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
現
在
も
磁
針
は
北
で
あ

る
「
子
」
を
指
す
。

【
資
料
一
七
】　

測
量
道
具

三
点
と
も
黄
銅
製
。
資
料
一
七
―
一
は
、
円
分
度
規
と
思
わ
れ25

、
直
径

一
二
・
四
㎝
の
円
形
（
ド
ー
ナ
ツ
形
）
で
、
中
に
十
字
の
バ
ー
が
入
り
そ
の
中

央
は
穴
が
開
く
。
さ
ら
に
中
心
に
小
さ
い
穴
が
開
い
て
い
る
（
全
円
儀
な
ど
の

中
央
に
あ
る
小
さ
な
穴
と
同
様
と
思
わ
れ
、
目
打
ち
釘
を
刺
し
盤
面
に
固
定
す

る
も
の
と
推
測
す
る
）。
円
周
に
は
十
二
支
が
時
計
回
り
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

十
二
支
の
各
区
割
り
の
中
は
三
〇
目
盛
に
細
か
く
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
資
料

一
七
―
二
は
先
端
中
央
が
空
い
た
円
か
ら
長
方
形
の
棹
状
の
も
の
が
伸
び
る
。

円
分
度
規
に
取
り
付
け
る
金
指
物
の
よ
う
で
あ
る
が
、目
盛
は
確
認
で
き
な
い
。

「
金
子
」（
文
字
右
側
す
れ
で
消
え
て
い
る
）
と
印
が
み
ら
れ
る
。

円
分
度
規
の
中
央
の
突
起
部
分
が
ネ
ジ
式
に
な
っ
て
お
り
、
回
す
と
上
部
が

外
れ
る
。
そ
こ
に
資
料
一
七
―
二
の
円
の
部
分
が
は
ま
り
、
再
び
外
し
た
上
部

を
し
め
る
と
、
ち
ょ
う
ど
半
円
の
部
分
が
円
分
度
規
の
周
囲
の
曲
線
と
合
う
。
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資
料
一
七
―
三
は
小
槌
形
で
先
端
は
釘
状
に
尖
っ
て
い
る
。
目
打
ち
の
釘
と

思
わ
れ
た
が
、
円
分
度
規
の
中
央
の
穴
に
は
は
ま
ら
な
か
っ
た
。
円
分
度
規
と

関
連
す
る
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
一
括
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る

の
で
、
今
回
も
こ
こ
に
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
し
た
。

【
資
料
一
八
】　

ノ
ギ
ス

木
製
、
全
長
一
二
・
五
㎝
、
副
尺
を
ス
ラ
イ
ド
し
て
挟
み
込
ん
で
サ
イ
ズ
を

測
る
計
測
道
具
。
目
盛
の
長
さ
は
七
・
五
㎝
、
一
目
盛
は
三
㎜
で
あ
る
。
本
資

料
は
既
存
の
目
盛
か
ら
延
長
し
て
、
本
体
の
木
部
分
に
目
盛
を
追
加
さ
せ
た
と

思
わ
れ
る
刻
み
が
確
認
で
き
る
。
追
加
分
は
三
㎝
で
あ
っ
た
。

ノ
ギ
ス
は
滑
り
挟
み
方
式
で
対
象
の
厚
さ
や
径
な
ど
の
寸
法
を
測
定
す
る
工

具
で
あ
る
。
ノ
ギ
ス
は
バ
ー
ニ
ヤ
目
盛
が
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
が
あ
り
、
な

い
も
の
は
簡
易
ノ
ギ
ス
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
国
内
で
は
幕
末
頃
に
黄
銅
製
の
も

の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
は
異
な
り
、
江
戸
時
代
末
に
長
崎
や
浦
賀

を
通
じ
て
入
っ
た
、
あ
る
い
は
明
治
時
代
初
期
に
入
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
簡

易
ノ
ギ
ス
を
模
倣
し
、木
製
の
簡
易
ノ
ギ
ス
が
作
ら
れ
て
き
て
い
る
と
さ
れ
る
。

バ
ー
ニ
ヤ
目
盛
を
も
た
な
い
滑
り
挟
み
尺
は
、
玉
尺
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う

で
、
製
作
の
多
く
は
明
治
時
代
の
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る26

。
ど
の
よ

う
な
経
路
で
入
手
さ
れ
、
実
際
に
ど
こ
で
使
用
し
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、

洋
風
建
築
に
携
わ
っ
た
小
山
の
所
蔵
品
と
し
て
興
味
深
い
。

【
資
料
一
九
】　

雲
形
定
規

木
製
。
六
枚
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
形
が
異
な
る
。
そ
の
う
ち
の
一
枚
に
和
紙
で

値
札
が
貼
ら
れ
て
お
り
、朱
色
の
ス
タ
ン
プ
で
、「
博
多
勤
場　

正
札　

金
六
銭
」

（
六
銭
は
墨
書
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
販
売
元
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ず
、
い

つ
頃
の
も
の
か
不
詳
で
あ
る
が
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
新
貨
条
例
以
後

に
入
手
し
た
も
の
と
推
測
す
る
。

【
資
料
二
〇
】　

脚
付
き
ガ
ラ
ス
杯

高
さ
一
五
㎝
、口
径
は
内
寸
が
八
・
二
㎝
、ガ
ラ
ス
の
厚
さ
が
〇
・
二
㎝
で
あ
っ

た
。
グ
ラ
ス
の
底
か
ら
側
面
に
か
け
て
花
弁
の
よ
う
な
模
様
が
入
る
。
脚
付
き

の
底
の
部
分
は
一
部
欠
損
し
て
い
る
、
ガ
ラ
ス
に
は
気
泡
が
見
ら
れ
る
。
本
資

料
が
収
め
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
木
箱
が
あ
る
。

【
資
料
二
一
】　

カ
ッ
プ

高
さ
八
・
七
㎝
、持
ち
手
の
下
部
の
付
け
根
が
デ
イ
ジ
ー
の
花
の
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
持
ち
手
も
数
条
の
溝
が
入
る
。
口
径
は
内
寸
七
・
九
㎝
、
ガ
ラ
ス
の

厚
さ
〇
・
三
㎝
で
あ
る
。

【
資
料
二
二
】　

ギ
ヤ
マ
ン
五
色
玉
燭
一
対

本
資
料
は
、
火
袋
、
脚
、
土
台
の
三
つ
に
分
解
で
き
、
組
み
立
て
式
に
な
っ

て
い
る
。
総
高
五
四
・
五
㎝
、火
袋
の
部
分
は
約
二
三
・
八
㎝
、脚
部
二
四
・
〇
㎝
、

土
台
は
底
面
が
六
角
形
で
幅
は
一
五
㎝
。
火
袋
は
六
角
形
で
上
下
の
六
面
ず
つ

に
色
付
き
ガ
ラ
ス
が
は
ま
る
。
色
は
、
赤
、
緑
、
青
、
橙
の
四
色
が
あ
る
。
中

央
の
灯
が
と
も
る
部
分
は
、
花
十
字
の
柄
が
入
っ
た
ガ
ラ
ス
が
六
面
に
入
る
。

内
部
は
蠟
の
溶
け
た
跡
が
付
着
し
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
る
た
め
、
実
際
に
火

を
と
も
し
て
使
用
さ
れ
た
よ
う
だ
。本
資
料
を
収
め
る
木
箱
が
付
随
し
て
お
り
、

「
ギ
ヤ
マ
ン
五
色
玉
燭
一
對　

小
山
氏
」
と
墨
書
が
あ
る
。
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四
．
ま
と
め

小
山
秀
及
び
小
山
社
中
に
つ
い
て
は
、
幕
府
の
公
的
な
書
類
や
そ
の
他
天
草

に
伝
わ
る
史
料
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
活
動
な
ど
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
本

資
料
群
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
活
動
の
内
容
を
補
完
で
き
る
も
の
と
し
て
重

要
で
あ
る
。

契
約
書
や
図
面
に
つ
い
て
は
、
そ
の
活
動
の
一
部
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
図

面
の
多
く
が
日
付
や
作
者
等
を
含
め
特
定
す
る
に
至
ら
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る

が
、
洋
風
建
築
の
技
術
や
意
匠
が
我
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
初
期
に
お
い
て
、

外
国
人
か
ら
の
建
築
請
負
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
条
件
や
情
報
を
も
と
に
契

約
、
建
設
を
行
っ
た
の
か
な
ど
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
と

言
え
よ
う
。
ま
た
、
ペ
ン
書
き
、
墨
書
、
鉛
筆
書
き
の
別
、
断
面
図
な
ど
に
記

載
さ
れ
て
い
る
当
時
の
建
築
用
語
な
ど
の
情
報
を
含
む
も
の
は
、
今
後
、
建
築

的
な
観
点
か
ら
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
有
用
な
情
報
が
得
ら
れ
る

可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

道
具
類
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
初
期
に
か
け
て
流
通

や
使
用
が
確
認
さ
れ
て
い
る
製
図
で
使
用
す
る
測
量
道
具
類
の
一
部
が
伝
わ
っ

て
お
り
、
当
時
の
建
築
に
携
わ
る
者
の
持
ち
物
と
し
て
興
味
深
い
。
由
来
は
判

然
と
し
な
い
も
の
の
、
長
崎
に
お
け
る
活
動
の
な
か
で
入
手
す
る
に
至
っ
た
と

思
わ
れ
る
燭
台
は
、
色
付
き
ガ
ラ
ス
や
花
十
字
の
モ
チ
ー
フ
な
ど
、
特
徴
的
な

も
の
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
と
の
関
わ
り
も
想
像
さ
れ
る
。

近
年
、
古
写
真
な
ど
、
長
崎
居
留
地
に
関
連
す
る
新
知
見
の
資
料
も
徐
々
に

増
加
し
て
お
り
、
研
究
の
蓄
積
や
新
た
な
史
料
の
解
明
な
ど
も
進
め
ら
れ
つ
つ

あ
る
。
本
資
料
群
は
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
関
連
資
料
と
と
も
に
検
証
が
進
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
過
渡
的
な
時
期
に
お
け
る
洋
風

建
築
の
請
負
や
建
設
な
ど
の
様
相
に
つ
い
て
、
よ
り
実
態
に
迫
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
す
る
。
今
後
、
小
山
秀
を
含
め
、
長
崎
の
外
国
人
居

留
地
及
び
当
時
の
建
築
請
負
の
実
態
の
解
明
に
役
立
て
た
い
と
思
う
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
資
料
が
現
在
に
遺
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

最
後
に
、
紙
の
博
物
館
五
十
部
め
ぐ
み
氏
、
天
草
市
観
光
文
化
部
文
化
課
中

山
圭
氏
、
長
崎
市
文
化
財
課
宮
下
雅
史
氏
に
は
、
本
資
料
紹
介
を
執
筆
す
る
に

あ
た
り
、
様
々
な
点
で
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上

げ
る
。

 

（
長
崎
市
文
化
財
課
主
事
）
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  1
平
成
二
三
年
、
佐
々
木
氏
の
妻
潤
子
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
小
山

秀
の
娘
が
浄
専
寺
に
嫁
い
だ
経
緯
に
よ
っ
て
資
料
が
残
さ
れ
た
も
の
ら
し

い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

  2
山
口
光
臣
『
長
崎
の
洋
風
建
築
』（
長
崎
市
教
育
委
員
会
、
一
九
六
七
年
）

一
二
四
頁
。

  3
山
口
光
臣
、
前
掲
２
、八
九
頁
～
九
二
頁
。

  4
桐
敷
真
次
郎
『
大
浦
天
主
堂
』（
中
央
美
術
出
版
、一
九
六
八
年
）
一
八
頁
。

  5
長
崎
市
［
編
］『
重
要
文
化
財
旧
グ
ラ
バ
ー
住
宅
修
理
工
事
報
告
書
』（
長
崎

市
、
一
九
六
八
年
）
五
九
頁
～
六
二
頁
。

  6
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
［
編
］『
重
要
文
化
財
旧
オ
ル
ト
住
宅
修
理

工
事
報
告
書
』（
長
崎
市
、
一
九
七
九
年
）
五
一
～
五
六
頁
。

  7
北
野
典
夫
『
天
草
海
外
発
展
史
』
上
巻
（
葦
書
房
、
一
九
八
五
年
）。

  8
菱
谷
武
平
『
長
崎
外
国
人
居
留
地
の
研
究
』（
九
州
大
学
出
版
会
、

一
九
八
八
年
）。

  9
北
野
典
夫
、
前
掲
７
。

  10
山
口
光
臣
、
前
掲
２
。

  11
小
山
家
に
つ
い
て
は
、
桐
敷
真
次
郎
「
小
山
一
族
」（『
大
浦
天
主
堂
』
前
掲

４
）、
北
野
典
夫
『
天
草
海
外
発
展
史
』（
前
掲
７
）、
天
草
市
観
光
文
化
部

世
界
遺
産
推
進
室
［
編
］「
長
崎
居
留
地
と
大
浦
天
主
堂
を
造
っ
た
天
草
の

兄
弟
―
小
山
秀
之
進
と
北
野
織
部
」
展
示
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
二
〇
一
九
年
に
よ

る
。

  12
五
代
時
雍
以
降
の
当
主
の
代
に
つ
い
て
は
、
前
掲
11
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
部
分
が
あ
る
が
、
今
回
は
天
草
市
「
長
崎
居
留
地
と
大
浦
天
主
堂
を

造
っ
た
天
草
の
兄
弟
―
小
山
秀
之
進
と
北
野
織
部
」
展
示
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
掲

載
の
系
図
を
参
照
し
た
。

  13
請
負
契
約
の
名
義
は
、
当
主
小
山
良
輔
の
名
で
行
わ
れ
て
い
る
（
前
掲
４
、

前
掲
７
）。

  14
北
野
典
夫
、前
掲
７
、一
六
五
頁
～
一
六
九
頁
（
長
崎
奉
行
所
居
留
場
掛
「
安

政
六
未
年
九
月
以
来
慶
應
二
寅
年
十
二
月
迄　

居
留
場
埋
立
並
御
普
請
向
桁

付
帳
」）

  15
山
口
光
臣
、
前
掲
２
、九
〇
頁
～
九
一
頁
。
前
掲
５
、六
一
頁
。

  16
一
七
四
五
年
設
立
の
イ
ギ
リ
ス
・
ケ
ン
ト
地
方
に
あ
る
製
紙
メ
ー
カ
ー
、ワ
ッ

ト
マ
ン
社
の
紙
と
推
測
す
る
。

  17
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
［
編
］『
幕
末
・
明
治
期
に
お
け
る
長
崎
居
留
地
外

国
人
名
簿
』
Ⅰ
（
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
、
二
〇
〇
二
年
）。

  18
中
山
圭
「
小
山
社
中
に
関
す
る
新
史
料
～
大
浦
天
主
堂
・
グ
ラ
バ
ー
・
下
浦

石
～
」（『
潮
騒
』
第
三
六
号
、
天
草
文
化
協
会
、
二
〇
二
一
年
）。

  19
山
口
光
臣
、
前
掲
２
、一
〇
〇
頁
。
前
掲
５
、六
二
頁
。

  20
品
川
仁
三
郎
［
編
］『
世
界
輸
出
入
大
観
』（
日
華
新
報
社
、
一
九
一
八
年
。

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）に
よ
る
と
、製
紙
業
分
野
で
、

Cansell Paper Co.

と
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
に
所
在
す
る
製
紙

メ
ー
カ
ー
の
紙
と
推
測
す
る
。

  21
「
長
崎
居
留
場
全
図
」
立
正
大
学
図
書
館
・
田
中
啓
爾
文
庫
所
蔵
。「
梅
ヶ

崎
大
浦
下
り
松
居
留
地
図
」
デ
ン
マ
ー
ク
国
立
博
物
館
民
族
誌
学
部
所
蔵
。

（
岡
林
隆
敏
・
林
一
馬
・
長
崎
市
教
育
委
員
会
［
編
］『
長
崎
古
写
真
集
―

居
留
地
篇
―
』、
長
崎
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
五
年
掲
載
）

  22
東
京
書
院
［
編
］『
日
本
登
録
商
標
大
全
』
第
一
二
輯
下
（
東
京
書
院
、

一
九
一
五
年
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
よ
る
と
、

大
正
七
年
に
Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
が
商
標
登
録
さ
れ
て
お
り
、
同
社
の
紙
と
推

注
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測
す
る
。
製
図
用
な
ど
の
紙
類
を
扱
う
イ
ギ
リ
ス
の
製
紙
メ
ー
カ
ー
の
よ
う

で
あ
る
。

  23
山
口
光
臣
、
前
掲
２
、一
二
五
頁
。
北
野
典
夫
、
前
掲
７
、二
三
三
頁
～

二
三
五
頁
。

  24
南
波
松
太
郎
「
和
磁
石
」（『
和
算
』
第
二
九
号
、
近
畿
数
学
史
学
会
、

一
九
八
〇
年
）

  25
江
戸
時
代
後
期
、
測
量
術
が
広
が
り
、
測
量
家
を
輩
出
す
る
と
と
も
に
様
々

な
測
量
器
具
も
普
及
し
た
。
都
市
部
に
お
い
て
測
量
器
具
の
製
造
者
や
販
売

者
が
知
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
初
期
に
か
け
て
使
用

さ
れ
た
測
量
器
具
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
製
造
・
販
売
の
引
札
（
広
告
）
に

器
具
の
図
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
測
量
器
具
製

造
を
行
う
大
野
規
周
の
「
地
方
測
量
器
略
図
」
に
円
分
度
規
が
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
本
資
料
と
同
じ
形
状
と
見
え
る
。
ま
た
、
大
隅
源
助
の
引
札
で
は
九

文
度
指
金
附
と
あ
り
、
目
盛
が
付
い
た
棹
状
の
も
の
が
付
随
す
る
。（
山
崎

孝
史
「〈
研
究
ノ
ー
ト
〉「
地
方
測
量
之
図
」
小
考
：
絵
師
は
は
た
し
て
北
斎

か
」『
史
林
』
史
学
研
究
会
、一
九
九
四
年
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＜和訳文＞
敷地 “23” の “ パン・リング・ビル ” 拡張工事請負契約

ドゥーリー・アスキーは、敷地 “23” にある現在の茶製所を以下のように拡張することを請
け負う。すなわち、幅 18 フィート、長さは現在建っている建物とまったく同じ大きさで、
木造、しっくい仕上げ、新しい建物は現在使用されているものと同じタイル張りにする。
現存する建物には、雨水の排水口と、上部に開口部を設ける。
上記工事は本契約の日付から 21 日以内に使用できるように完成させること。そのために、
モルトビー商会は、ドゥーリー・アスキーに 650 イッツェブース（日本銀）を支払うこと
に同意するが、指定された期間が 30 日を超過した場合は、モルトビー商会は 600 イッツェ
ブースのみを負担する。
200 イッツェブースは頭金として支払われ、残金は 60 日を超えない範囲での建物の完成時
に支払われる。

長崎　1864 年 11 月 3 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　モルトビー商会にて 

資料１（表） 資料３

資料２

「J WHATMAN 1859」の透かし文字

（裏）
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資料４ 

資料５（表） （裏）

資料６　

「JOYNSON 1860」
透かし

資料７

「C ANSELL 1862」透かし
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資料８（一面） （二面）

資料９ 資料 10（表）

資料 10（裏） 資料 12

 （二面）資料 11（一面）
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資料 13 － 1　

資料 16

資料 13 － 2

資料 14（表）　 （裏）
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資料 18  

資料 20　 資料 22

資料 21

− −121




